
美作国創生公募提案事業 事業成果報告書  

 

 

１ 事 業 名：美咲森芸2025文化芸術フォーラム 

～美咲町の持続可能な文化芸術祭を考えよう～  

 

２ 実施団体：美咲芸術世界実行委員会  

 

３ 担 当 課： 美作県民局 地域づくり推進課 振興班  

 

４ 事業概要  

昨年令和6年度に実施した「美咲森芸2024」の参加団体12団体に加え、令和7年

度においては、町内の文化芸術、農林業、教育、福祉などさまざまな団体に参加

を募り、町内14団体の参加団体で実行委員会を組織し直し事業を実施した。いか

にして町の持続可能な文化芸術祭を実施していくかを協議するための「美咲森芸2

025 文化芸術フォーラム」を開催するにあたり、事前にアンケート調査を行い、

あらゆる世代、あらゆる層が町の文化芸術についてどのように考えているかを分

析し、フォーラムに臨んだ。また、この公開フォーラムにできるだけ多くの地域

住民に興味関心を持ってもらえるように、実践例として、ステージイベントや講

演会、アート作品展示や体験型のワークショップなどのプログラムを準備し、同

会場で同時開催した。 

2日間の日程で、最終的に6個のテーマを抽出した。その後、美咲森芸2025文化芸

術フォーラム報告会を改めて実施し、アンケートやテーマ投票の集計結果を参加者で

共有した。美咲森芸2027開催に向けて、持続可能な文化芸術祭とはどのようなものな

のかについて、集計データをもとにその内容を記録集にまとめ、完成後に配布した。2

027年開催予定の「森の芸術祭 晴れの国・岡山」に合わせ、「美咲森芸2027」開催

を目指すための方向性を実行委員会や関係者、地域住民と確認することができた。 

 

５ 実施内容  

１）会期： 

・事業実施期間：2025 年 5 月 1 日～3 月 20 日 

・開催期間：2025 年 11 月 22 日（土）～11 月 23 日（日） 

・開催式典：2025 年 11 月 22 日（土） 

・プレイベント：2025 年 10 月 25 日（土） 

・フォーラム報告会：2026 年 2 月 22 日（日） 

 



２)各種プログラムの実施： 

＜文化芸術フォーラム2日間のプログラム＞ 

［第1部・1日目］美咲森芸2025 文化芸術フォーラム 

・9:00 開催式典：開会宣言、プログラム紹介 

・9:30 ステージイベント：月の輪合唱団（合唱 9:30～9:50）、劇団アマンジャ

ク（寸劇 10:00～10:20）、美咲桃太郎の会（紙芝居 10:30～10:50） 

・11:00 会場内PRブース・作品展等の紹介 

・11:30～13:00 昼休憩（会場内のフリー観覧） 

・13:00 フォーラム前半：フォーラムの説明（13:00～13:20）、ワールドカフェ・

意見交換（13:20～14:00）、休憩（14:00～14:15） 

・14:15 フォーラム後半：意見集約（14:15～14:30）、テーマの絞り込み（ 

14:30～14:45)、テーブルごとのまとめと発表（14:45～15:15）、抽出されたテー

マを並べる（15:15～15:45） 

・15:50 閉会 

［第2部・2日目］美咲森芸2025 文化芸術テーマ投票 

・9:30  プログラム紹介、会場内PRブース・作品展等の紹介 

・9:40 1日目のフォーラム報告、アンケート中間報告、テーマ投票の説明（9:40

～10:20） 

・10:30 ステージイベント：NPOやまさくら美咲里神楽団（動画放映10:30～10:50

）、垪和郷史跡保存会（ミニ講演会 11:00～11:25、琴演奏 11:25～11:35）、月の

輪の心を語りつぐ会（ミニ講演会 11:40～12:00） 

・12:00～13:30 昼休憩（会場内のフリー観覧） 

・13:30  美咲郷土かるた大会：美咲郷土かるたを活かす会（レクリエーション交

流 13:30～15:30） 

・15:40  美咲森芸文化芸術宣言、写真撮影 

・15:50  閉会  

 

＜プレイベント＞ 

ミサキアエルで美咲森芸 2025 プレイベント「シルクスクリーンワークショップ」を

開催。参加者はさまざまなデザインから版をひとつ選んで好みのカラーインクで T

シャツにプリントした。素敵な色合いのオリジナル T シャツができあがった。 

 

＜フォーラム報告会＞ 

ミサキアエルにて美咲森芸 2025 文化芸術フォーラム報告会を開催し、アンケートや

テーマ投票の集計結果を参加者で共有した。美咲森芸 2027 開催に向けて、持続可能



な文化芸術祭とはどのようなものなのかなどについて、集計データをもとに話し合

った。 

３）参加団体： 

月の輪合唱団、劇団アマンジャク、美咲桃太郎の会、オオハガ座芸農倶楽部、キタ

スキ、北和気郷土資料館、倭文の森アーティスト・イン・レジデンス実行委員会、

NPO 法人やまさくら美咲里神楽団、垪和郷史跡保存会、月の輪の心を語りつぐ会、

己書美伝守道場、クリニカルアートみさき、くるるみさき実行委員会、美咲郷土か

るたを活かす会 

 

※活動写真は別添「美咲森芸2025記録集」を参照  

 

６ 事業実施による成果、効果、今後の課題  

 

（１）成果、効果  

＜美咲森芸 2025 の成果＞ 

◎住民の声の可視化：みんなの声をかたちに 

 アンケート・フォーラム・テーマ投票を実施し、地域住民の思いや課題意識を丁

寧に確認できた。美咲森芸の方向性を共有し、今後の検討材料となり得るたくさん

の意見を蓄積できた。 

◎参加団体と人脈の拡大：みんながつながる場に 

 フォーラムを通じて、これまで関わることがなかった文化芸術団体とも接点が生

まれた。新たな人脈の広がりが得られ、次回の参加団体の増加も見込まれる。実行

委員会やボランティアスタッフの人材発掘にもつながった。 

◎共通課題の発見と土台づくり：みんなの思いをひとつに 

 「文化芸術」という言葉の敷居の高さ、移動時の不便、広報活動の難しさなど、多

くの人が共通の課題を持っていることが分かり、また町全体で取り組む一体感の必

要性も共有され、その受け皿となる土台づくりの重要性を確認できた。 

 

（２）今後の課題  

＜持続可能な文化芸術祭とは＞ 

多くの資金を投じることを前提とするのではなく、今ある状態でどのようにベス

トを尽くすかを考えることが重要である。また、何事も継続させるためには「遊び

心」や「楽しさ」がなければ続けたいという意思は生まれない。その「楽しさ」をど

のように創出するかを常に考えて行く必要がある。 

 

＜美咲森芸 2027 に向けて＞ 

2025 年は、住民の声を丁寧に集めながら参加団体の交流を促進し、美咲森芸が地

域のつながりを生む場として機能し始めた。2027 年に向けて、美咲森芸が団体や人

材をつなぐプラットホームとなり、共感者と担い手を増やしながら収益性も含めた



持続可能な仕組みを検討し実践していきたい。 

 

７ 県民局と連携した効果及び課題  

 本年度事業においては、アンケート調査やテーマ投票などを通して周知や発信を

行い、町の文化芸術祭への関心を高める機運を醸成することができたがまだまだ周

知が行き渡っていないのが現状である。当委員会単独での広報活動だけでは、町外

に発信することが難しい。広報活動の難しさが今後の課題である。 

2027年の「森の芸術祭 晴れの国・岡山」開催に向け、当実行委員会のような地域

密着型の文化芸術祭についても、母体である「森の芸術祭」と連携した広報活動が

なされることを期待する。 

また、事業実施においては財源の確保が課題となるが、令和6年度、7年度と継続

事業として美作国創生公募提案事業に採択されたことは大変ありがたい。次回2027

年の「森の芸術祭」関連の事業実施に向け、連携プログラムの体制整備や助成事業

の実施を期待する。 
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